
校種 小学校 利用人数 ９０名（３クラス） 平成２３年度教員免許状更新講習

国立赤城青少年交流の家

プログラム名(テーマ) 自然体験活動等を通しての仲間作り

目指す児童・生徒像 自然体験活動を通して 自ら学ぶ意欲や主体的に学ぶ態度を身に付ける。団体生活をすることにより、仲間同士に、より望ましい人間関係を作る。

起床後 朝食 午前の活動 昼食 午後の活動 夕食 夜間の活動 その他

１ ７：３０ 出発式（校庭） １０：３０～１３：００ 弁当 １３：３０ 青少年交流の家到着 食堂 １９：００～２０：３０ 「ナイトウォーク」
※雨天時は、体育館で 「あかぎ登山Ｄ（地蔵岳ハイキング）」

１４：００ 入所式（講堂） （「星座観察」）

※雨天時は、国立赤城青少年交流の家に学校 オリエンテーション
から直行し、入所式を行う。

８：００ 学校出発
日 （バス乗車）

１４：３０～１６：３０ ※雨天時は、体育館で「ゲーム・レクリエー
オリエンテーリング（周辺） ション」

１７：００ 夕べのつどい ２１：００ 一日のふりかえり（反省）

２２：００ 消灯
目

・健康観察をし、児童の体調 ・青少年交流の家到着前に登山を行った方が、バ ・オリエンテーリングは、活動班で行わせる。 ・ナイトウォークをしながら、日頃、学校の授業
を把握しておく。 スの利用がスムーズになる。 つどいの広場集合。 （昼間）ではできない、星座観察を行う。

・走ったりしないよう、安全面にも気をつけさせる。
・登山の準備
（リュック、水筒、しおり、軍手、雨具等）

７：１０ 朝のつどい 食堂 ９：３０～１２：３０ １３：００～１６：００ 食堂 １９：００～２０：３０
「 野外炊飯（カレーライス作り）」 「 ＡＡＰ（あかぎアドベンチャー 「キャンプファイア」

２ （多目的フィールド） プログラム）」
※雨天時は、講堂で「キャンドルファイア」

１７：００ 夕べのつどい ２１：００ 一日のふりかえり（反省）
日 ２２：００ 消灯

・グループの仲間との協働作業。協力や助け合う ・活動を通して、仲間とのコミュニケーション力を高 ・営火を囲みながら、ゲーム、出し物等を行い、
目 態度を身に付けさせる。 め、協調性を学び、自己概念を向上させる。 仲間と交流・交歓を図る。

・けが、やけどに気をつけさせる。 ・体力面で不安があるときは、見学させる。
・食中毒予防のため、手洗い等、衛生面にも気を

つけさせる。

３ ７：１０ 朝のつどい 食堂 ９：００～１０３０ 食堂 １３：００ 退所式（講堂）
「グリーンアドベンチャー」 １３：３０ 青少年交流の家出発

１４：００ ぐんま昆虫の森（桐生市）
日

１６：３０ 学校到着
解散式

１１：００～１２：００ 三日間のふりかえり １７：００ 解散
目

・有毒な植物等には、触れないよう注意させる。 ・ぐんま昆虫の森では、昆虫をテーマにした様々な自
然体験活動を行う。

下段には、めあてや指導者、班分け、費用、準備、事前・事後指導、留意点などを記入。


